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１ 計画策定の背景と趣旨 

本市は，平成31年３月に「調布市自殺対策計画～支え合い・認め

合い・ともに暮らす～」を策定し，誰もが孤立することなく，互い

を尊重し合い，多様性を認め合いながらともに生きられるよう，

市民一人ひとりが，その人らしく暮らしていける地域社会を目指

してきました。 

今回，計画期間の満了に伴い，今まで行ってきた取組を見直す

とともに，本市の課題と新たな「自殺総合対策大綱」を踏まえ，「調

布市自殺対策計画（第２次）」を策定しました。 

 

２ 計画の位置づけ 

本計画は，「調布市みんなの健康・食育プラン（第４次）」，平成28

年に改正された「自殺対策基本法」に基づき，国の定める「自殺総合

対策大綱」等の趣旨を踏まえて，同法第13条第２項に定める「市町村

自殺対策計画」として策定するものです。 

「東京都自殺総合対策計画」や調布市の上位計画である「調布市

総合計画」，関係する他の計画と整合・連携を図りながら対策を進め

ていきます。 

 
 
 
 
 

 
 

 

３ 計画の期間 
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４ 計画の成果指標 

国は，令和４年10月に閣議決定した自殺総合対策大綱において，

令和８年までに自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数）を平

成27年と比べて30％以上減少させることを，国が進める自殺対策

の目標として定めています。 

こうした国の方針を踏まえ，調布市では，以下を目標に計画を

推進していきます。 

 

全体目標 

平成 27年 

（2015年） 

基準値 

令和５年 

（2023年） 

現状値 

令和 12年 

（2030年） 

目標値 

自殺死亡率 20.1 19.3 14.1以下 
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１ 自殺死亡率の推移 

令和元年以降の調布市の自殺死亡率※1は，増減を繰り返し推移し

ており，令和５年には自殺死亡率が19.29と上昇し，全国・東京都に

比べ高くなっています。 

【自殺死亡率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省ホームページ， 

地域における自殺の基礎資料【自殺日・住居地
※2

】 

※１ 人口 10 万人当たりの自殺者数 

※２ 自殺日時点での住居地での数値 

 

 
 
 
 
 

２ 自殺死亡者数の推移 

令和元年から令和５年の５年間での自殺者数の推移をみると，30

～40人台で推移しており，令和５年には46人となっています。男女

別では，令和元年以降では女性に比べ男性が多い傾向にあり，令和

５年では男性が26人，女性が20人となっています。 

 

【自殺者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：厚生労働省ホームページ， 

地域における自殺の基礎資料【自殺日・住居地】 
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（１）これまでの人生のなかで，本気で自殺したいと考えた 

ことがあるか 

「自殺したいと思ったことがない」が71.7％，「自殺したいと思っ

たことがある」が27.3％となっています。平成30年度調査と比較す

ると，「自殺したいと思ったことがある」が5.8ポイント増加してい

ます。 

 
 
 
 
 
 

（３）今後の自殺対策として重点的に対策を推進したほうが

よいと思う対象（年代等）について（複数回答） 

「高校生」が 73.1％と最

も高く，次いで「小・中学

生」が 70.6％，「企業等で働

く人」が 43.0％の順となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自殺をしたいと考えた理由や原因について（複数回答） 

「家庭に関すること（家族関係の不和，子育て，家族の介護・看病

等）」が最も高く，次いで「勤務に関すること（転勤，仕事の不振，

職場の人間関係，長時間労働等）」，「学校問題（いじめ，学業不振，

教師との人間関係等）」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ゲートキーパーの認知度 

「知らなかった」が82.2％となっています。平成30年度調査と比較

すると，大きな変化は見られず，認知度が低い状況となっています。 

 

 

 

  

３ 調布市こころの健康・自殺対策に関する市民意識調査結果 

 

回答者数 =

令和５年度調査 568

平成30年度調査 544
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支え合い 認め合い ともに暮らす 〔 基本理念 〕 

〔 基本方針 〕 

地域における 
ネットワークの 

強化 

〔 基本施策 〕 

子ども・若者の 
自殺対策の推進 

働く人の自殺 
対策の推進 

高齢者の自殺 
対策の推進 

１ 生きることの包括的な支援として実践と啓発を両輪とした総合的な取り組みを推進する 

２ 未然防止，危機介入，事後対応の段階に応じた対策を効果的に連動させる 

３ 関係団体，民間団体，及び市民との連携・協働を推進する 

４ 自殺者，未遂者，親族等の名誉及び生活の平穏に配慮し支援を推進する 

様々な生きづら
さを抱えた人の
自殺対策の推進 

自殺対策を支える 
人材の育成 

市民のこころとか
らだの健康づくり

の推進 

児童・生徒のここ
ろの健康づくりの

推進 

〔 重点施策 〕 

自殺未遂者への 
支援 

自死遺族等への 
支援 

その他の自殺対策に 

資する取組 

〔 その他の施策 〕 

施策の体系 

国の自殺総合対策大綱に基づき，全国的に実施されることが望ましいとされている取組である「基本施策」と，本市の自殺の実態を

踏まえた取組である「重点施策」で構成しています。 
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○ 市民同士のつながりの強化 

○ 医療・保健・福祉・警察・消防など自殺対策に関わる関係機関の 

ネットワークの強化 

○ 包括的な支援体制の整備 

 

○ ゲートキーパーの養成など市民を対象とした講座の実施 

○ 地域の医療・保健・福祉分野等の職員の対応力の向上と相談員の 

こころのケア 

○ 市役所など公的機関の職員を対象とする研修の実施 

○ 教職員に対する普及啓発 

  

○ 自殺やメンタルヘルスに関する正しい知識の普及啓発 

○ 東京都の自殺対策強化月間における普及啓発 

○ 相談機関，医療機関の周知啓発  ○ ゲートキーパーの周知啓発 

○ ケアラー等への相談支援 

  

○ 命の大切さやＳＯＳの出し方に関する教育の推進 

○ 児童・生徒のＳＯＳを受け止められる支援体制の構築 

 

○ 地域プラットフォームづくり 

○ 保健所や警察・消防・精神科病院等の連携による自殺未遂者支援 

○ 相談窓口・支援体制の充実 

  

○ 自死遺族等への情報提供 

○ 相談窓口・支援体制の充実(再掲) 

 

 

○ 困難を抱える子どもに対する相談支援 

○ 困難を抱える若者に対する相談支援 

○ 保護者に対する相談支援 

○ 教職員に対する普及啓発 

○ 関係機関との連携強化 

 

○ 経営・就労に関する相談窓口等の周知啓発 

○ 職域におけるメンタルヘルス対策の普及啓発 

○ 働きやすい職場環境づくりの推進に向けた取組 

○ ライフステージに応じた働き方の推進に向けた取組 

 

○ 相談窓口の周知啓発 

○ 支援体制の充実 

○ 社会参加と生活支援の推進 

○ 住環境の整備 

○ 関係機関との連携の強化 

 

○ 困難な状況に置かれている女性への相談支援 

○ 多様な性に関する相談支援 

○ 生活困窮者や失業者等を含む対策や相談支援 

○ 多重債務問題に関する相談支援 

○ 子育て家庭への支援 

○ 要配慮者への対応 

  
  

基本施策 重点施策 

 

（１）地域におけるネットワークの強化 

 

（２）自殺対策を支える人材の育成 

 

（３）市民のこころとからだの健康づくりの推進 

 

（４）児童・生徒のこころの健康づくりの推進 

 

（６）自死遺族等への支援 

 

（５）自殺未遂者への支援 

 

（１）子ども・若者の自殺対策の推進 

 

（３）高齢者の自殺対策の推進 

 

（２）働く人の自殺対策の推進 

 

（４）様々な生きづらさを抱えた人の自殺対策の推進 
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最近，こころや体の疲れを感じていませんか。 

疲れているなと感じたら，体の体温を測るように，こころの体温

を測りましょう。 

「こころの体温計」は，携帯電話やパソコンを利用して，ストレ

スや落ち込み度を気軽にチェックできるシステムです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころの体温計 

https://fishbowlindex.jp/chofu/demo/index.pl 

生きづらさを感じているあなたへ 
（こころの悩み相談） 

 

調布市のホームページでは，こころの悩みに関する相談窓口を紹

介しています。 

あなた自身の命とあなたの大切な人を守るために，ひとりで悩ま

ず，ご相談ください。 
 
 

調布市ホームページ 

https://www.city.chofu.lg.jp/060070/p037038.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころの体温計
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